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東
京
都
内
23
区
内
の
公

務
員
宿
舎
の
売
却
な
ど
を

検
討
す
る
、
政
府
の
宿
舎

の
移
転
・
跡
地
利
用
に
関

す
る
有
識
者
会
議
は
、
6

月
13
日
、
最
終
報
告
書
を

ま
と
め
て
谷
垣
財
務
相
に

提
出
し
た
が
、
移
転
先
の

一
つ
と
し
て
、
新
座
市
内

の
国
有
地
、
新
座
市
新
塚 

五
〇
五
六
・一
の
米
軍
キ
ャ

ン
プ
跡
地
（
新
座
総
合
技

術
高
校
、栄
小
学
校
隣
地
、

約
2
.
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が

明
記
さ
れ
た
。

か
ね
て
財
務
省
関
東
財

務
局
に
打
診
し
て
い
た
新

座
市
の
須
田
市
長
は
、
市

内
の
国
有
地
が
候
補
地
と

し
て
現
実
化
し
た
こ
と
を

歓
迎
し
、「
収
入
増
が
期

待
で
き
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
市
当
局
の
試
算
に
よ

れ
ば
、
7
0
0
所
帯
が
入

居
す
る
と
仮
定
し
て
、
市

民
税
約
2
億
円
、
固
定
資

産
税
に
相
当
す
る
「
国
有

資
産
等
所
在
市
町
村
交
付

金
」
約
4
0
0
0
万
円
の

税
収
入
増
し
が
期
待
さ
れ

る
と
い
う
。

今
回
公
け
に
さ
れ
た
、

東
京
都
内
に
あ
る
公
務

員
宿
舎
の
移
転
候
補
地
に

は
、
新
座
市
の
ほ
か
、
東

京
都
小
金
井
市
、横
浜
市
、

川
崎
市
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、

か
ね
て
国
か
ら
打
診
を
受

け
て
い
た
朝
霞
市
の
国
有

地
は
、
移
転
先
候
補
地
と

し
て
の
記
載
は
外
さ
れ
た
。

朝
霞
市
は
、
す
で
に

2
0
0
3
年
6
月
、
財
務

大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

財
政
制
度
等
審
議
会
が
、

旧
米
軍
基
地
を
有
効
に
活

用
す
る
よ
う
に
求
め
た
答

申
に
沿
っ
て
利
用
計
画
の

策
定
を
求
め
ら
れ
、
学
識

経
験
者
ら
で
作
る
「
基
地

跡
地
利
用
計
画
策
定
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
市
民

懇
談
会
を
設
置
し
て
、
利

用
計
画
を
練
っ
て
い
た
。

そ
の
矢
先
、
公
務
員
宿

舎
移
転
先
の
候
補
と
な
っ

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
計

画
策
定
の
関
係
者
は
当
惑

し
て
い
た
。
市
議
会
は
議

長
名
で
3
月
23
日
、
小
泉

首
相
、
谷
垣
財
務
大
臣
に

当
て
て
「
意
見
書
」
を
提

出
、
キ
ャ
ン
プ
跡
地
は
市

の
中
心
部
に
あ
り
、
貴
重

な
緑
地
空
間
と
し
て
地
元

優
先
の
利
用
は
、
市
民
の

長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
あ

り
、
地
方
自
治
体
の
意
向

を
無
視
す
る
こ
と
無
く
、

再
考
さ
れ
た
い
と
訴
え
た
。

地
元
と
の
調
整
が
済
ん

で
い
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
公
務
員
宿
舎
移
転

先
の
候
補
地
と
し
て
朝
霞

市
を
記
載
す
る
こ
と
は
見

送
ら
れ
た
が
、
6
月
16
日
、

財
務
省
関
東
財
務
局
は
朝

霞
市
を
訪
問
、
移
転
に
対

し
て
の
市
民
の
理
解
を
改

め
て
要
請
し
た
。

写
真
は
朝
霞
市
内
米
軍

キ
ャ
ン
プ
跡
地
の
い
ま

6
月
26
日
、
市
議
会
の

「
基
地
跡
地
利
用
促
進
特

別
委
員
会
」
で
は
、「
一
部

地
域
で
の
公
務
員
宿
舎
受

入
れ
も
検
討
す
る
」
と
の

柔
軟
な
考
え
が
大
勢
を
占

め
、
ま
た
翌
27
日
開
か
れ

た
学
識
経
験
者
ら
で
作
る

「
基
地
跡
地
利
用
計
画
策

定
委
員
会
」
に
は
財
務
局

側
が
出
席
、
国
家
公
務
員

宿
舎
の
移
転
・
跡
地
利
用

に
関
す
る
有
識
者
会
議
の

報
告
書
を
配
布
、
国
の
立

場
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

策
定
委
員
会
は
、
市
民

が
望
む
「
緑
の
公
園
」
を

目
指
し
つ
つ
も
、
市
の
財

政
や
国
の
要
請
を
睨
み
つ

つ
、「
基
本
方
針
」
の
取

り
纏
め
に
向
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
　志

木
市
の
「
い
ろ
は
商

店
会
」
の
創
立
三
十
年
記

念
事
業
と
し
て
、
去
る
三

月
イ
ロ
ハ
カ
ッ
パ
像
を
建
立

し
、
そ
の
名
前
を
公
募
し

た
が
、
5
月
20
日
、「
ネ
ー

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
発
表

会
」
が
、
川
口
信
用
金
庫

志
木
支
店（
本
町
2
丁
目
）

の
前
で
、
賑
や
か
に
行
わ

れ
た
。

応
募
総
数
は
二
六
五
通

（
一
人
一
通
）、
市
外
か
ら

も
応
募
が
あ
っ
た
。

カ
ッ
パ
の
制
作
者
、
寄

贈
者
で
あ
る
志
木
市
美
術

協
会
会
長
を
務
め
る
内
田

栄
信
さ
ん
ら
5
人
の
審
査

員
の
選
考
の
結
果
、「
カ
ッ

ピ
ー
」
に
決
ま
っ
た
。

応
募
者
の
一
人
、
抽
選

で
見
事
に
10
万
円
の
商
品

券
を
獲
得
し
た
小
林
な
つ

み
さ
ん
は
、「
カ
ッ
パ
と 

h
a
p
p
y 

を
合
わ
せ

て
カ
ッ
ピ
ー
に
し
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
中
期
に
建
て
ら

れ
た
「
旧
冨
岡
家
住
宅
」
が
、

和
光
市
下
新
倉
2
丁
目
に
復
元

さ
れ
、
6
月
17
日
、
開
園
し
た
。

　　
当
日
10
時
か
ら
開
園
イ
ベン

ト
が
行
わ
れ
、
野
木
市
長
を
は

じ
め
、
来
賓
の
挨
拶
の
の
ち
、

和
光
市
指
定
文
化
財
の
「
さ
さ

ら
獅
子
舞
」
が
披
露
さ
れ
た
。

　
和
光
市
駅
下
車

　
　
徒
歩
7
分

　
和
光
市
下
新
倉
2
の
33   　

　
☎：
0
4
8
（
4
6
7
）

　
　
　
　
　
　
7
5
7
5

　
開
園
時
間：
9
時
A
M

　
|
5
時
P
M

　
休
園
：
水
曜
日
、
毎
月
第
四

　
土
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

　
入
場
無
料

　
和
光
市
指
定
文
化
財

　
旧
冨
岡
家
住
宅

（
平
成
15
年
11
月
3
日
指
定
）

　

桁
行
九
間
一
尺
×
梁
間

五
間
（
1
6
.
6
6
×

9
.
1
2
m
）

　

床
面
積
: 

約
46
坪

（
1
5
1
.
9
8
平
米
）

　

木
造
茅
葺
寄
棟
屋
根
平
屋

建
て 

　

創
建
時
期
は
17
世
紀
後
期

（
江
戸
中
期
）
と
推
定
さ
れ
、

埼
玉
県
内
で
は
最
古
の
部
類
に

は
い
る
。

　　
主
な
特
徴
は
、
床
の
間
が
な

い
こ
と
、
ザ
シ
キ
は
三
間
四
方

の
九
間
づ
く
り
で
あ
り
祭
壇
が

奥
行
き
の
浅
い
押
し
板
で
あ
る

こ
と
、
外
壁
に
戸
口
が
少
な
い

こ
と
、
ま
た
土
間
柱
な
ど
の
柱

を
内
部
に
多
く
建
て
る
な
ど
素

朴
な
造
り
で
、
蛤
刃
の
手
斧
痕

が
残
る
柱
が
あ
る
こ
と
な
ど
。

　　　
関
東
の
同
時
期
の
農
家
と
し

て
は
最
大
規
模
を
持
ち
、
大
き

さ
と
相
ま
っ
て
歴
史
的
価
値
が

非
常
に
高
い
貴
重
な
建
造
物
。

　
内
田
栄
信
氏

　
制
作
の
河
童
は

　
志
木
駅
前
、

　
市
内
宗
岡
せ
せ

　
ら
ぎ
の
小
径
、

　
柳
瀬
川
の
岸
辺

　
を
は
じ
め
各
処
で

　
市
民
に
語
り
か
け

　
て
い
る
。
市
内
の

　
河
童
は
14
体
に
な
る
。

く
す
玉
を
割
っ
て
開
園
式

国
家
公
務
員
宿
舎
移
転
・
・
・
・

新
座
市
が
候
補
地
に　

朝
霞
市
は
地
元
の
調
整
が
課
題

和
光
市
の

「
新
倉
ふ
る
さ
と
民
家
園
」

         

賑
や
か
に
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン
!

イ
ロ
ハ
カ
ッ
パ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

志
木
市
い
ろ
は
商
店
会 

記
念
事
業

         　
　
　
名
前
は　
「
カ
ッ
ピ
ー
」　
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黒
目
川
と
妙み
ょ
う
お
ん
さ
わ

音
沢

 

片
山
は
、
都
営
小
平
霊
園

内
の
「
さ
い
か
ち
窪
」（
東

京
都
久
留
米
市
柳
窪
三
丁

目
）
を
源
流
と
す
る
黒
目

川
流
域
に
広
が
る
地
区
で

あ
る
。
久
留
米
市
か
ら
流

れ
て
き
た
黒
目
川
は
新
座

市
の
東
南
部
を
蛇
行
し
、

市
場
坂
橋
あ
た
り
か
ら
北

に
流
れ
の
方
向
を
か
え
、
や

が
て
朝
霞
市
に
入
り
、
つ
い

に
は
新
河
岸
川
に
合
流
す

る
。

 

朝
霞
市
に
は
い
る
と
、
単

な
る
平
野
の
川
で
し
か
な
い

が
、
新
座
市
の
東
南
部
で

は
川
の
右
岸
沿
い
は
高
い
崖

で
お
お
わ
れ
、
風
景
も
荒
々

し
い
表
情
を
見
せ
て
い
る
。

市
場
坂
橋
手
前
の
右
岸
の

崖
下
に
は
、「
妙
音
沢
」
と

い
う
名
の
き
れ
い
な
湧ゆ
う
す
い水

地
帯
も
あ
る
。
む
か
し
目

の
不
自
由
な
琵
琶
弾
き
が

こ
の
地
で
弁
財
天
か
ら
琵

琶
の
伝
授
を
受
け
た
。
そ

の
弁
財
天
が
奏
で
る
琵
琶

は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ

れ
ぬ
妙
な
る
音
で
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
地
は
「
妙
音
沢
」

と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
そ
の
と
き
の
弁
財

天
の
姿
を
え
が
い
た
絵
は
、

法
台
寺
に
寺
宝
と
し
て
伝

わ
っ
て
い
る
。

 

妙
音
沢
に
行
く
に
は
、
朝

霞
台
か
ら
ひ
ば
り
が
丘
駅

北
口
行
き
の
バ
ス
に
乗
っ
て

新
座
高
校
前
で
下
車
、
そ

の
ま
ま
徒
歩
で
進
行
方
向

に
進
み
、
黒
目
川
に
か
か

る
大
橋
を
渡
っ
た
ら
す
ぐ
左

（
東
）
側
に
ま
が
り
、
川
沿

い
に
歩
け
ば
よ
い
。
崖
下
か

ら
崖
上
に
か
か
る
市
場
坂

橋
の
手
前
に
あ
る
。

 

い
ま
で
は
水
量
も
少
な
く

な
っ
た
が
、
か
つ
て
は
崖
下

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
湧
き

水
が
あ
り
、
そ
の
水
で
田

畑
が
開
か
れ
て
い
た
。

 

片
山
と
い
う
地
名
は
、
片

側
に
山
の
よ
う
な
崖
が
連

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い

う
。
そ
し
て
、
鎌
倉
時
代

か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け

て
は
、
片
山
郷ご
う

出
身
で
あ

る
片
山
氏
が
活
躍
し
た
地

域
で
も
あ
る
。

 

片
山
氏
の
行
方

 

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
こ

片
山
地
区
で
活
躍
し
た
片

山
氏
に
つ
い
て
は
、
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
。

第
一
こ
の
地
を
片
山
氏
が

治
め
て
い
た
こ
と
を
示
す

文
書
す
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
こ

と
に
な
る
文
書
は
、
遠
く

京
都
府
船
井
郡
和わ

ち知
町

安あ

せ

り
栖
里
の
片
山
家
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
丹

波
片
山
家
文
書
」
の
発
見

で
あ
る
。
結
論
か
ら
先
に
い

え
ば
、
片
山
氏
の
有
力
な
一

部
が
、
武
蔵
国
（
埼
玉
県
）

片
山
郷
か
ら
丹
波
国
（
京

都
府
）
和
知
庄
に
移
り
住

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

 

そ
の
間
の
事
情
を
簡
単

に
い
う
と
、
鎌
倉
三
代
将

軍
の
源
実さ
ね
と
も朝

が
甥
の
公く
ぎ
ょ
う暁

に
暗
殺
さ
れ
た
翌
々
年
の

承じ
ょ
う
き
ゅ
う久
三
年
（
一二
二
一
）
五

月
、
後
鳥
羽
上
皇
は
、
混

乱
に
乗
じ
て
鎌
倉
幕
府
を

倒
す
べ
く
兵
を
あ
げ
た
。
乱

は
軍
事
的
に
鎌
倉
幕
府
の

勝
利
に
終
わ
り
、
後
鳥
羽

上
皇
は
隠
岐
に
流
さ
れ
た
。

こ
れ
を
承
久
の
乱
と
い
い
、

幕
府
側
に
つ
い
て
戦
っ
た
片

山
氏
も
功
績
を
あ
げ
た
。

そ
の
論
功
行
賞
と
し
て
和

知
庄
と
そ
の
支
配
権
（
地

頭
職
じ
と
う
し
き
）
が
あ

た
え
ら
れ
、「
片
山
広
忠
」

と
そ
の
一
族
が
、
新
し
い
可

能
性
を
求
め
て
西
に
移
り

住
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。

和
知
町
に
は
安
栖
里
を

中
心
に
、
い
ま
で
も
片
山

姓
の
人
た
ち
が
多
く
い
る
と

い
う
。

 

片
山
氏
が
移
り
住
ん
だ
例

は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
片

山
秀
康
」
は
伊
勢
国
（
三

重
県
）
阿あ
げ
き
の
み
く
り
や

下
喜
御
厨
に
、

そ
の
子
「
片
山
景
広
」
は

伊
勢
国
田た
き
り切

郷
に
移
り
住

ん
で
い
る
。
実
は
も
っ
と
多

く
の
移
住
が
行
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

 

移
住
し
た
と
は
い
え
、
片

山
郷
に
も
本
領
を
も
っ
て
い

た
一
族
も
多
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
う
し
た
一
族
は
ど

こ
に
拠
点
と
な
る
館
を
構

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
地

名
お
よ
び
地
形
か
ら
判
断

す
る
と
「
堀
ノ
内
」
地
区

が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
よ

う
に
思
え
る
。
片
山
の
北

半
分
の
総
鎮
守
で
あ
る
片

山
氷
川
神
社
は
馬
場
四
丁

目
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、「
堀

ノ
内
」
地
区
に
接
し
て
お

り
、
か
つ
て
近
く
に
片
山
氏

の
館
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。
し
か
し
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
、
館
跡
を

示
す
も
の
は
何
も
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。

 

栄
枯
盛
衰
の
激
し
い
武

士
の
時
代
に
あ
っ
て
、
あ
る

者
は
移
住
し
、
あ
る
者
は

敗
れ
て
、
武
蔵
国
片
山
郷

か
ら
片
山
氏
は
消
え
て
い
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

 

片
山
の
名め
い
さ
つ刹

、
法ほ
う
だ
い
じ

台
寺

 

片
山
で
も
っ
と
も
中
世
的

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
の
は
、
法
台
寺
（
道

場
一
丁
目
）
で
あ
ろ
う
。

妙
音
沢
か
ら
法
台
寺
に

い
く
に
は
、
バ
ス
停
新
座
高

校
前
ま
で
も
ど
り
、
ひ
ば

り
が
丘
駅
北
口
行
き
の
バ
ス

に
乗
り
、
バ
ス
停
片
山
小

学
校
で
下
車
す
る
。
そ
こ

は
も
う
参
道
入
り
口
で
も

あ
る
。

 

法
台
寺
は
現
在
は
浄
土

宗
だ
が
、
か
つ
て
は
時じ
し
ゅ
う宗
で

あ
っ
た
と
い
う
。
浄
土
宗
は

法ほ
う
ね
ん
し
ょ
う
に
ん

然
上
人
が
開
い
た
宗
派

で
あ
り
、
時
宗
は
一い
っ
ぺ
ん

遍
上

人
が
開
い
た
宗
派
で
あ
る

が
、「
南な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

無
阿
弥
陀
仏
」
と

い
う
名み
ょ
う
ご
う号

を
唱
え
る
こ
と

よ
っ
て
極
楽
往
生
を
願
う

点
で
は
、
互
い
に
共
通
す
る

教
え
で
あ
る
。

最
初
に
時
宗
の
寺
院

と
し
て
創
建
し
た
開
基
は

他た

あ阿
真
教
上
人
（
一
遍
上

人
の
あ
と
を
継
い
だ
第
二

祖
）
で
、
創
建
年
代
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
十
四
世

紀
初
頭
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う

か
。
本
堂
に
は
木
造
の
他

阿
上
人
坐
像
が
安
置
さ
れ

て
お
り
、
埼
玉
県
指
定
の

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

 

つ
い
で
十
六
世
紀
半
ば
法

台
寺
の
立
て
直
し
に
あ
た

り
、
中
興
開
山
と
さ
れ
て

い
る
の
が
普ふ
こ
う
か
ん
ち

光
観
智
国
師

で
あ
る
。
観
智
国
師
は
宗

派
を
時
宗
（
遊
行
派
）
か

ら
浄
土
宗
（
鎮
西
派
）
に

改
め
、
の
ち
に
増ぞ
う
じ
ょ
う上

寺
の

十
二
世
住
持
と
な
っ
た
。

 

増
上
寺
（
東
京
都
港
区

芝
公
園
）
は
後ご
よ
う
ぜ
い

陽
成
天
皇

や
徳
川
家
康
の
信
任
が
厚

か
っ
た
寺
院
だ
が
、
そ
れ
は

観
智
国
師
へ
の
信
任
の
厚

さ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ

た
。

中
世
の
時
宗
板い
た
び碑

 

法
台
寺
に
は
二
十
六
基
の

板
碑
が
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
十
一
基
が
埼
玉
県
指
定

の
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
前
期
に
か
け
て
の
も
の

で
、
二
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
大

き
さ
の
も
の
も
あ
る
。
う

ち
八
基
は
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
名
号
が
彫
り
の
深

い
楷
書
体
で
力
強
く
彫
ら

れ
て
い
る
。

 

板
碑
は
板い
た
い
し
と
う
ば

石
塔
婆
と
も
い

わ
れ
、
死
者
の
追
善
供
養

や
、
生
前
の
供
養
（
逆
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う修

供
養
）
の
た
め
に
た
て
た
、

頂
部
が
三
角
形
の
石
碑
だ
。

関
東
で
は
武
蔵
を
中
心
に
、

加
工
し
や
す
い
秩
父
産
の

緑り
ょ
く
で
い
へ
ん
が
ん

泥
片
岩
を
使
っ
た
も
の

が
多
い
。
鎌
倉
武
士
の
登

場
と
と
も
に
造
営
が
盛
ん

に
な
り
、
室
町
時
代
に
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
以

後
は
次
第
に
そ
の
数
は
減

少
し
て
い
く
。

 

同
じ
片
山
地
区
の
蓮れ
ん
こ
う光

寺
（
馬
場
一
丁
目
）
に
も
、

十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
五

世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
板

碑
が
あ
る
。

 

さ
ら
に
同
じ
片
山
の
東
福

寺
（
畑
中
二
丁
目
）
に
は
、

県
道
工
事
の
と
き
に
発
見

さ
れ
た
十
四
基
の
小
型
の

板
碑
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
一つ
は
戦
国
時
代

の
農
民
が
た
て
た
と
思
わ

れ
る
も
の
で
、
農
閑
期
の

寒
中
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
名
号
を
唱
え
て
念
仏
行

を
行
い
、
極
楽
に
往
生
す

る
こ
と
を
祈
っ
た
も
の
の
よ

う
だ
。

江
戸
時
代
後
半
の
こ
と

に
な
る
が
、
法
台
寺
の
裏

庭
に
は
富
士
山
（
富
士
塚
）

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
ろ
江
戸
で
は
富
士
信
仰

熱
が
高
ま
っ
た
。
彼
ら
は

富
士
講
と
よ
ば
れ
る
仲
間

集
団
を
つ
く
り
、
毎
年
数

人
ず
つ
が
交
代
で
富
士
登

山
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
ミ
ニ
ュ
チ
ア
版
の
富
士

を
地
元
に
つ
く
り
、
実
際

に
富
士
登
山
が
で
き
る
状

況
に
な
い
人
た
ち
と
擬
似

登
山
体
験
を
と
も
に
し
て
、

信
仰
心
を
高
め
た
り
し
た
。

法
台
寺
の
富
士
も
そ
う
し

た
も
の
の
一つ
で
、
片
山
富

士
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
。

 

当
時
の
石
碑
に
よ
れ
ば
、

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に

浅あ
さ
う
み
き
ち
え
も
ん

海
吉
右
衛
門
ら
が
築
山

し
た
も
の
と
い
う
。
そ
の

富
士
講
名
は
吉
右
衛
門
の

「
吉
」
を
と
っ
て
、「
丸ま
る
き
ち吉

安
斎　

達
雄　

バ
ス
で
往
く•••　

新
座
市
・
片
山
地
区
に

今
も
の
こ
る
中
世
の
面
影

そ
の
26
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講
」と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

丸
吉
講
築
造
の
富
士
塚
は

十
二
基
を
数
え
る
が
、
こ
の

う
ち
志
木
市
の
田
子
山
富

士
塚
（
県
指
定
文
化
財
）

も
丸
吉
講
の
築
造
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

　

野
寺
の
鐘

 

片
山
地
区
の
南
西
部
、
静

か
な
緑
に
お
お
わ
れ
た
台

地
の
中
腹
に
満ま
ん
ぎ
ょ
う行

寺
（
野

寺
二
丁
目
）
が
あ
る
。
法

台
寺
か
ら
満
行
寺
に
行
く

に
は
、
参
道
入
り
口
に
あ

る
バ
ス
停
片
山
小
学
校
か

ら
ひ
ば
り
が
丘
駅
北
口
駅

行
き
の
バ
ス
に
乗
り
、
バ
ス

停
火
の
見
下
で
降
り
る
。

そ
こ
か
ら
南
東
（
斜
め
左

前
）
方
向
に
あ
る
の
だ
が
、

複
雑
な
の
で
土
地
の
人
に
聞

い
て
歩
き
た
い
。

 

満
行
寺
は
真
言
宗
智
山

派
の
寺
院
で
、石し
ゃ
く
じ
い
神
井
（
東

京
都
練
馬
区
）
の
三
宝
寺

の
末
寺
と
い
う
。
創
建
年

代
は
不
明
だ
が
、古
来
「
野

寺
の
鐘
」
の
名
歌
で
知
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
か
な
り
古

く
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
旧
野
寺
村
は

片
山
郷
の
十
か
村
の
一つ
で

あ
る
が
、
現
在
も
こ
の
辺

り
の
地
名
は
野
寺
で
あ
る
。

 

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
こ

の
鐘
に
つ
い
て
、
平
安
時
代

の
歌
人
在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
も
、
次

の
よ
う
な
歌
を
よ
ん
だ
と

い
う
。

  

武
蔵
野
の
野
寺
の
鐘
の

聲
聞
け
ば 

遠お
ち
こ
ち近

人
ぞ
道
い

そ
ぐ
ら
ん
（
在
原
業
平
）

 

武
蔵
野
の
野
寺
か
ら
流
れ

て
く
る
う
つ
く
し
い
鐘
の
音

を
聞
い
て
い
る
と
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
歩
い
て
い
る
旅
人

た
ち
も
故
郷
や
家
を
思
い

出
し
、
急
ぎ
足
に
な
っ
て
し

ま
う
、
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。

 

そ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
鐘

も
い
つ
し
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
火
災
の
と
き
に
池

の
中
に
投
入
れ
た
ま
ま
な

く
な
っ
た
と
も
、
鐘
を
ぬ
す

も
う
と
し
た
盗
賊
が
見
咎

め
ら
れ
た
の
で
、
池
の
中
に

捨
て
去
っ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。

 

そ
の
後
十
五
世
紀
の
末
、

関
白
家
の
二
男
で
天
皇
家

と
も
将
軍
家
と
も
親
し
い

道ど
う
こ
う
じ
ゅ
ご
う

興
准
后
と
い
う
人
物
が

諸
国
を
巡
り
、朝
霞
・
新
座
・

和
光
・
志
木
を
含
む
旧
新

座
郡
に
も
や
っ
て
き
た
。
か

れ
は
天
台
宗
系
修
験
（
本

山
派
）
の
総
帥
で
、
准
后

と
は
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・

皇
后
の
三
后
に
準
ず
る
待

遇
を
与
え
ら
れ
た
人
の
こ

と
だ
。
か
れ
は
野
寺
に
き
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
歌
を
よ
ん

だ
。  

  

音
に
聞
く
野
寺
を
問
え

ば
跡
ふ
り
て 

こ
た
ふ
る
鐘

も
な
き
夕ゆ
う
べ
か
な哉（
道
興
准
后
）

 

う
わ
さ
で
聞
い
た
有
名
な

野
寺
を
訪
ね
て
き
た
が
、
そ

れ
に
応
え
て
く
れ
る
鐘
も

な
い
。
さ
び
し
い
こ
と
だ
、

と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ

う
。
在
原
業
平
が
新
座
郡

に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い

う
確
証
は
な
い
が
、
道
興

准
后
が
新
座
郡
に
や
っ
て

来
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

か
れ
は
京
都
に
帰
国
後
、

旅
先
で
よ
ん
だ
和
歌
や
漢

詩
を
も
と
に
『
廻か
い
こ
く
ざ
っ
き

国
雑
記
』

と
い
う
本
を
ま
と
め
て
い

る
。

 

野
寺
の
鐘
は
二
度
に
わ

た
っ
て
焼
失
ま
た
は
紛
失

し
、
三
度
目
の
鐘
は
戦
時

中
に
金
属
材
と
し
て
供
出

さ
せ
ら
れ
、
現
在
の
鐘
は

戦
後
の
新
し
い
も
の
で
あ

る
。

旧
八
幡
社
、
武た
け
し
の野
神
社

満
行
寺
の
斜
め
向
か
い

側
の
高
い
位
置
に
は
、
武

野
神
社
（
野
寺
三
丁
目
）

が
あ
る
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
満
行

寺
は
も
と
は
現
在
の
武
野

神
社
の
あ
る
山
上
に
、
旧

八
幡
神
社
と
並
ん
で
あ
っ

た
が
、
火
災
で
焼
失
し
た
の

で
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た

と
い
う
。

現
在
の
武
野
神
社
の
地

は
も
と
も
と
野
寺
村
の
鎮

守
の
八
幡
社
が
お
か
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
、
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
八
）
に
栗
原

村
の
鎮
守
の
浅せ
ん
げ
ん間

神
社
、

石い
し
が
み神

村
の
鎮
守
の
氷
川
社

な
ど
五
社
を
こ
こ
に
合
祀

し
て
武
野
神
社
と
し
た
。

 

十
一
世
紀
後
半
、
源
義
家

が
奥
州
遠
征
の
時
こ
の
旧

八
幡
社
に
た
ち
よ
っ
て
戦

勝
を
祈
願
し
た
。そ
の
さ
い
、

社
殿
を
北
向
き
に
つ
く
り

か
え
た
と
い
う
。
な
お
、
本

殿
の
向
か
っ
て
左
側（
東
側
）

に
あ
る
建
物
は
旧
本
殿

で
、江
戸
時
代
の
寛
永
年
間

（
十
七
世
紀
前
半
）
の
も

の
と
い
う
。
参
道
の
脇
下
に

は
湧
水
池
が
あ
り
、
弁
天

社
が
お
か
れ
て
い
る
。

 

バ
ス
停
火
の
見
下
か
ら
の

帰
り
の
バ
ス
は
、
朝
霞
台

駅
行
き
と
志
木
駅
南
口
行

き
の
二
系
統
が
あ
る
。

  

新
座
市
は
、
川
越
街
道

が
通
る
大
和
田
地
区
、
野

火
止
用
水
の
流
れ
る
野
火

止
地
区
、
そ
し
て
黒
目
川

流
域
の
片
山
地
区
の
三
地

域
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
そ
の
う
ち
、
大
和

田
・
野
火
止
地
区
は
主
と

し
て
江
戸
時
代
の
開
発
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

そ
れ
に
対
し
て
片
山
地

区
に
は
中
世
的
な
面
影
が

強
く
の
こ
る
。
表
通
り
か

ら
一
歩
奥
に
入
れ
ば
曲
が

り
く
ね
っ
た
細
い
道
が
つ
づ

き
、
ど
こ
に
誘
っ
て
く
れ
る

の
か
と
、
期
待
を
持
た
せ

て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。

法
台
寺
本
堂

都
市
計
画
課
に
置
か
れ
た
模
型

妙
音
沢

法
台
寺
山
門

法
台
寺
の
板
碑
（
県
指
定
文
化
財
）

満
行
寺
正
面

武
野
神
社

武
野
神
社
拝
殿

市
場
坂
橋
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新
倉
の
冨
岡
家

「
和
光
市
ふ
る
さ
と
民

家
園
」
と
し
て
開
園
し
た

「
冨
岡
家
」
は
、
武
蔵
野

台
地
の
縁
辺
に
立
地
し
て

い
て
、
北
に
向
え
ば
、
朝

霞
市
根
岸
台
の
重
要
文

化
財
「
旧
高
橋
家
」
に
つ

な
が
る
。
さ
ら
に
朝
霞
市

岡
の
城
山
公
園
を
経
て
浜

崎
、
宮
戸
へ
と
続
く
。

い
ま
で
は
失
わ
れ
た
茅

葺
き
の
農
家
の
ま
さ
に
原

型
と
も
言
え
る
、
最
も
古

く
、
最
も
大
き
な
家
組
が

残
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に

幸
い
で
あ
り
、
関
係
者
の

方
々
の
努
力
に
衷
心
敬
意

を
捧
げ
た
い
。

開
園
式
で
披
露
さ
れ
た

「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
は
市

指
定
文
化
財
。

さ
さ
ら
獅
子
舞

下
新
倉
の
氷
川
八
幡
神

社
で
、
豊
年
を
祝
い
、
厄

除
け
、
安
全
祈
願
の
奉
納

舞
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
（
毎
年
十
月
）。

室
町
時
代
に
始
ま
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
由
緒
あ
る

獅
子
舞
で
、
大
獅
子
、
中

獅
子
、
女
獅
子
の
三
つ
の

獅
子
頭
を
使
い
、
水
引

幕
を
ひ
る
が
え
し
て
舞
う

姿
、
味
わ
い
の
あ
る
笛
の

音
に
、
打
ち
鳴
ら
す
「
さ

さ
ら
」
が
加
わ
る
。「
さ

さ
ら
」
は
、
先
を
細
か
く

裂
い
た
丸
竹
の
楽
器
。

太
平
洋
戦
争
の
た
め
、

昭
和
39
年
ま
で
休
止
し
て

い
た
が
、
地
元
青
年
会
に

よ
っ
て
復
活
さ
れ
、
現
在

は
「
保
存
会
」
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

左
の
フ
ォ
ト
は
「
さ
さ
ら
」

見
付
か
っ
た
「
足
立
町

役
場
」
の
画

市
役
所
の
倉
庫
で
見
付

か
っ
て
、
志
木
市
郷
土
資

料
館
の
壁
面
を
飾
る
。

画
の
制
作
者
は
地
元
の

「
原
貝
次
郎
」
さ
ん
、
昭

和
33
年
（
1
9
5
8
）
の
作
。

か
つ
て
志
木
町
と
宗
岡

村
と
の
合
併
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
「
足
立
町
」
は
、

昭
和
45
年
に
市
制
を
し

き
、
志
木
市
と
な
っ
た
。

当
時
の
町
役
場
は
、
現

在
の
「
志
木
市
民
会
館
」

の
位
置
に
あ
っ
て
、
ハ
イ

カ
ラ
な
木
造
の
西
洋
風
の

建
築
だ
っ
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

第一回蒼天の会より
紫
陽
花
は
日
本
原
産
の

ア
ジ
サ
イ
科
ア
ジ
サ
イ
属

の
植
物
の
総
称
。
学
名
は

 H
ydra

n
gea

 

「
水
の
容
器
」
と
い

う
意
味
。

「
あ
じ
さ
い
」の
名
は「
藍

色
が
集
ま
っ
た
も
の
」
を

意
味
す
る
「
あ
づ
さ
い
（
集

真
藍
）」
が
訛
っ
た
も
の
と

い
う
。
ま
た
漢
字
表
記
に

用
い
ら
れ
る「
紫
陽
花
」は
、

唐
の
詩
人
白
居
易
が
別
の

花
に
名
付
け
た
も
の
で
、

平
安
時
代
の
学
者
源
順
が

こ
の
漢
字
を
当
て
は
め
た

こ
と
か
ら
誤
っ
て
広
ま
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

万
葉
集
に
は
少
な
い
が
、

平
安
朝
の
時
代
か
ら
数
多

く
詠
ま
れ
た
。

「
あ
ぢ
さ
ゐ
の 

下
葉
に

す
だ
く
蛍
を
ば 

四
ひ
ら
の

数
の
添
ふ
か
と
ぞ
見
る
」　

　
　
　
（
藤
原
定
家
）

い
ま
園
芸
品
と
し
て
広

く
知
ら
れ
る
球
状
の
ア
ジ

サ
イ
は
「
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ
サ

イ
」（
西
洋
ア
ジ
サ
イ
）
で
、

日
本
原
産
の
「
ガ
ク
ア
ジ

サ
イ
」
を
改
良
し
た
品
種
。

ア
ジ
サ
イ
の
学
名
は  　

　

H
ydra

n
gea

　
m

a
croph

ylla

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
の
原
種
は

　

H
ydra

n
gea

m
a

crop
h

ylla

 form
a

 

　
　
　
　
　
　

n
orm

a
lis

樹
高
1
〜
2
m
。
葉
は
、

光
沢
の
あ
る
淡
緑
色
で
葉

脈
の
は
っ
き
り
し
た
卵
形

で
、
周
囲
は
鋸
歯
状
。
6

〜
7
月
に
紫
（
赤
紫
か
ら

青
紫
）
の
花
を
咲
か
せ
る
。

一
般
に
花
と
言
わ
れ
て
い

る
部
分
は
装
飾
花
で
、
本

来
の
花
は
中
心
部
で
小
さ

く
め
だ
た
な
い
。
花
び
ら

に
見
え
る
も
の
は
萼
（
が

く
）
で
、「
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ

サ
イ
」
で
は
、
す
べ
て
が
装

飾
花
に
変
化
し
て
い
る
。

花
の
色
が
土
壌
の
p
H

濃
度
に
よ
っ
て
様
々
に
変

化
す
る
の
で
、「
七
変
化
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
日
本
原

産
は
青
色
と
さ
れ
て
い
る
。

花
は
つ
ぼ
み
の
こ
ろ
は
緑

色
、
そ
れ
が
白
く
移
ろ
い
、

咲
く
こ
ろ
に
は
水
色
、
ま

た
は
薄
紅
色
。 

咲
き
終
わ

り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
花

色
は
濃
く
な
っ
て
い
く
。

     
 

♢　

♢　

♢　

♢  

花
言
葉 

「
ア
ジ
サ
イ
」

強
い
愛
情
、
移
り
気
な

こ
こ
ろ
、
一
家
団
欒
、
家

族
の
結
び
つ
き

白
山
神
社
（
文
京
区
）
に
て

地
域
情
報

日
本
の
花
・
・
紫
陽
花　

  
い
ま
は
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ
サ
イ
が
元
気

冨
岡
家
の
か
つ
て
の
佇
ま
い


